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『
ド

リ

ス
」

と

Ｒ
〓

ｏ
計
【ｏ
●

コ

ｏ
言

お

ｏ
【お

り
け
っり

細

江

谷
崎
潤

一
郎
の
未
完
に
終
わ

っ
た

小
説

『
ド
リ
ス
』

（雑
誌

「
苦
楽
」
昭
和
二
年

一
、
二
、
四
月
号
）
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の

映
画
雑
誌

ス〓
ｏ
付】ｏ
●
コ
ｏ一日
①
Ｑ
”
∽∽ざ
）Ч
（以
下

「
ク
ラ
シ
ッ

ク
」
と
略
記
す
る
）
に
掲
載
さ
れ
た
広
告
が
、
全
部
で
二
十

一

（
１
）

種
類
、
翻
訳
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
今
回
私
は
、
国
立

国
会
図
書
館
及
び
私
個
人
が
所
蔵
す
る
バ

ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
に
よ

っ
て
、
そ
れ
ら
の
広
告
を
同
定
す
る
作
業
を
行

っ
た
。
事
前
の

予
期
に
反
し
て
、
こ
れ
は
な
か
な
か
厄
介
な
仕
事
で
あ

っ
た
。

と
言
う
の
も
、
『
ド
リ
ス
』
を
読
ん
だ

印
象
で
は
、　
こ
れ
ら
の

広
告
は
、
す
べ
て

一
回
の

「
ク
ラ
シ
ッ
ク
」
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
か
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
谷
崎
が
、
恐
ら

く
故
意
に
作
り
出
し
た
印
象
で
、
実
際
に
は
そ
う
で
は
な
か

っ

た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
広
告
の
掲
載

ｏ
不
掲
載
が
案
外
に
不

規
則
で
あ
る
事
、
広
告
文
が
意
外
に
頻
繁
に
変
化
す
る
事
、
し

か
も
微
妙
な
変
化
も
あ
る
事
、
さ
ら
に
は
会
社
名
や
所
在
地
ま

で
が
変
化
す
る
事
な
ど
が
、
困
難
に
拍
車
を
掛
け
た
。
な
お
、

一
九

一
七
年

五
月

以
前
と

一
九

一
八
年

八
月

ｏ
一
九
二

一
年

三
、
四
、
八
月

・
一
九
二
二
年
十
月
号
の

「
ク
ラ
シ
ッ
ク
」
は

結
局
手
に
入
ら
ず
、
さ
ら
に
、
少
数
な
が
ら
事
故
本
も
あ

っ
た

の
で
、
完
全
な
調
査
は
出
来
な
か

っ
た
。
ま
た
筆
者
の
見
落
し

も
有
り
得
る
事
を
こ
こ
に
御
断
り
し
て
お
く
。

以
下
、
『
ド
リ
ス
』
に
登
場
す
る
順
に
、
『
ド
リ
ス
』
に
於
け

る
谷
崎
の
紹
介
文
と

「
ク
ラ
シ
ッ
ク
」
の
当
該
広
告
の
写
真
版

と
を
併
載
し
、
適
宜
説
明
を
加
え
て
行
く
事
に
す
る
。 光
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図版  1

谷
崎

の
紹
介
文

①

「
十
五
日
間
に
て
美
し
き

血
色
と
な
る
」
と

云
ふ
見
出
し
の
下

に
美
人
の
写
真
が
附
い
て
ゐ
て
、
そ
の
文
句
に
は
斯
う
書
い
て

あ
る
。
―
―

貴
女
の
顔
面
よ
り
吹
き
出
物
、
黒
頭
、
自
頭
、
赤
色
の
斑
点
、

拡
大
さ
れ
た
る
毛
孔
、
脂
じ
み
た
る
皮
膚
、
及
び
そ
の
他
の

汚
点
を
き
れ
い
に
除
去
せ
ら
る
べ
し
。
妾
は
貴
女
に
、
貴
女

が
渇
仰
せ
ら
る
る
も
の
よ
り
更
に
以
上
の
、
柔
軟
に
し
て
薔

薇
の
如
き
、
清
楚
に
し
て
天
鵞
絨
の
如
き
血
色
を
与
ふ
る
を

得
。
而
も
妾
は
僅
か
の
日
数
に
て
な
す
こ
と
を
得
る
也
。
妾

の
方
法
は
独
特
に
し
て
、　
コ
ス
メ
チ
ッ
ク
、　
洗
洛
剤
、

軟

一骨
、
石
鹸
、
塗
り
薬
、　
硬
膏
、

縦
帯
、　
マ
ス
ク
、

蒸
気
噴

出
、

マ
ツ
サ
ア
ヂ
、　
ロ
ー
ラ
ー
、
或
は
そ
の
他
の
器
具
を
用

ゐ
ず
。
飲
食
の
制
限
、
断
食
等
の
必
要
な
し
。
最
も
繊
弱
な

る
皮
膚
に
施
す
も
障
害
を
起
さ
ず
。
御
通
知
次
第
無
代
価
に

て
小
冊
子
を
進
呈
す
。
決
し
て
御
心
配
に
及
ば
ず
。
金
銭
無

用
。
直
ち
に
事
実
を
得

ら
れ
よ
。―
―

シ
カ
ゴ
、

ミ
シ
ガ
ン
ｏ
ビ
ル
デ
イ

ン
グ
六
四
六
、
ド

ロ
シ

ー

・

レ

ー

。

▼
図
版
１
の
広
告
は
、
「
ク

ラ
シ
ッ
ク
」

一
九
一
三

年

三
、
七
、
十
、
十
二
月
号

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
谷

崎
の
訳
は
生
硬
だ
が
、
忠

実
な
直
訳
で
あ
る
の
が
御
分
り
頂
け
る
で
あ
ろ
う
。
谷
崎
は
、

連
絡
先
を

《
ミ
シ
ガ
ン
・ビ
ル
デ
イ
ン
グ
》
と
訳
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は

ぃざ
【乱
ヽ
を

ご
】鮎
∞
ヽ
と
混
同
し
た
結
果
、
生
じ
た
誤

訳
で
、
ブ
ー
ル
ヴ

ァ
ー
ル
が
正
し
い
。

谷
崎

の
紹
介
文

②

「
た
る
ん
だ
顔
」
と
云
ふ
題
の
下
に
は
、
又
こ
ん
な
記
事
が
書
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い
て
あ
る
。
―
―

下
垂
せ
る
日
、
頼
、
二
重
願
は
貴
女
を
老
人
の
如
く
見
せ
し

む
。
微
と
た
る
み
と
は
あ
ら
ゆ
る
婦
人
の
生
命
を
衰
亡
に
導

く
も
の
也
。
何
故
に
そ
れ
ら
を
除
去
せ
ざ
る
や
Ｐ

　

「
マ
ア

ヴ

エ
ル
・
リ
フ
タ
ア
ス
」
は
立
ち
ど
こ
ろ
に
貴
女
の
顔
面
に

青
春
を
持
ち
来
た
す
べ
し
、
―
―
外
科
的
手
段
よ
り
有
効
に
、

―
―

一
生
涯
継
続
す
、
―
―
断
髪
に
て
も
長
髪
に
て
も
着
用

可
能
、
―
―
他
人
に
探
知
せ
ら
る
る
こ
と
な
し
、
―
―
貴
女

が
そ
れ
を
貴
女
の
顔
面
に
取
り
附
け
ら
れ
た
る
瞬
間
に
奇
蹟

起
ら
ん
、
―
―
貴
女
は
貴
女
が
二
十
歳
の
時
の
若
々
し
き
外

貌
を
回
復
せ
ん
、
―
―

「
マ
ア
ヴ
エ
ル
ｏ
リ
フ
タ
ア
ス
」
は

滑
り
落
ち
る
こ
と
な
し
、
―
―
顔
面
の
セ
メ
ン
ト
質
が
そ
れ

を
支

へ
、
貴
女
が
取
り
外
さ
ん
と
欲
す
る
時
ま
で
保
持
せ
ら

る
べ
し
。
定
価
三
弗
。
保
証
附
。
然
ら
ざ
れ
ば
代
金
を
返
附

す
。
―
―

カ
リ
フ
オ
ル
ニ
ア
、

ロ
ス
ｏ
ア
ン
ジ

エ
ル
ス
、
九

番
街
、
リ
ユ
シ
ル
・
フ
ラ
ン
シ
ス
製
造
会
社
。

▼
こ
れ
に
対
応
す
る
広
告
は
、
発
見
で
き
な
か

っ
た
。

谷
崎

の
紹
介
文

③

「如
何
に
し
て
二
重
願
を
除
き
、　
或
は
防
ぐ
べ
き
か
」
と

云
ふ

一
ペ
ー
ヂ
大
の
広
告
に
は
、
女
が
頭
か
ら
革
紐
の
や
う
な
も
の

で
願
を
吊
つ
て
ゐ
る
写
真
が
出
て
ゐ
て
、
「デ
エ
ヴ
イ
ス
式
願

吊
り
器
は
あ
な
た
が
眠
つ
て
い
ら
つ
し
や
る
間
、
常
に
そ
う
ツ

と
あ
な
た
の
顔
面
筋
肉
を
支

へ
て
を
り
ま
す
。
そ
れ
は
青
春
の

美
し
い
輪
廓
を
再
び
得
さ
せ
る
ば
か
り
で
な
く
、
口
で
呼
吸
を

す
る
こ
と
を
防
ぎ
ま
す
。
円
い
、
滑
ら
な
い
頭
部
の
附
い
て
ゐ

る
簡
単
な
願
吊
り
器
で
す
。
木
綿
で
出
来
て
ゐ
て
、
手
袋
の
や

う
に
び
つ
た
り
と
飲
ま
り
、　
ハ
ン
ケ
チ
の
や
う
に
訳
な
く
洗
へ

ま
す
」
と
あ
る
。
さ
う
し
て
本
文
に
、
―
―

デ
エ
ヴ
イ
ス
式
願
吊
り
器
は
万
人
の
知
れ
る
と
こ
ろ
。
数
千

の
婦
人
は
二
重
願
を
治
し
、
壮
年
期
の
濃
刺
た
る
外
貌
に
復

せ
ん
が
た
め

一
般
に
之
を
使
用
し
、
最
も
効
果
あ
る
こ
と
を

認
む
。
妾
は
有
名
な
る
紐
育
の
一
化
学
者
と
協
力
し
て
数
箇

月
の
研
究
を
積
み
、
今
や
新
た
に
若
返
り
用
ク
リ
ー
ム
と
皮
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膚
収
敏
剤
と
を
加

へ
、
デ

エ
ヴ
イ
ス
式
願
吊
り
器
の
作
用
を

一
層
改
良
し
、
　

増
大
す
る
こ
と
を
得
た
り
。
…
…

そ
れ
か
ら
ま
だ

長
々
と

効
能
書
き
や
使
用
法
が

述
べ
て
あ
つ

て
、
代
価
は
器
具
が
二
弗
、
若
返
り
用
ク
リ
ー
ム
が

一
弗
、
収

敏
剤
が

一
弗
。
発
売
元
紐
育
五
番
街
五
〇
七
、　
コ
ー
ラ

・
エ
ム

ｏ
デ

エ
ヴ
イ
ス
。

▼
こ
れ
に
完
全
に
対
応
す
る
広
告
は
、
発
見
で
き
な
か

っ
た
。

類
似
の
も
の

（図
版
２
）
が
、

「
ク
ラ
シ
ッ
ク
」

一
九
二
三
年

五
月
号
な
ど
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
若
干
の
相
違
が
あ
る
。

谷
崎

の
紹
介
文

④

「
ノ
ー
ト
ッ
ク
ス
」
と
し
て

「自
然
が
為
せ
る
如
く
毛
髪
を
染

め
る
」
と
云
ふ
薬
剤
が
あ
る
。DeνeJops

図版 4
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▼
図
版
３

の
広
告
は
、
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
」

一
九
二
六
年
十
、
十

一
、
十
二
月
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

谷

崎

の
紹
介
文

⑤

「驚
く
べ
く
迅
速
に
、　
容
易
に
胸
廓
を
発
達
さ
せ
る
ビ

ユ
ウ
テ

イ
バ
ス
ト
」
と

云
ふ
も
の
が
あ
る
。

「事
実
に
於
い
て
胸
部
と

頸
部
と
を
発
達
せ
し
む
。
ポ
ン
プ
療
法
、
真
空
療
法
、
又
は
過

激
な
る
運
動
を
用
ゐ
ず
。
愚
劣
な
る
、
或
ひ
は
危
険
な
る
方
法

に
あ
ら
ず
。
試
験
を
経
た
る
事
実
に
し
て
、
極
め
て
愉
快
に
、

有
益
に
、
奏
効
確
実
な
る
自
然
的
方
法
也
。
若
し
貴
女
に
し
て

簡
単
な
る
規
則
を
遵
奉
す
れ
ば
断
じ
て
失
敗
す
る
こ
と
な
し
」

だ
さ
う
で
あ
る
。

▼
図
版
４
の
広
告
は
、

「
ク
ラ
シ
ッ
ク
」

一
九
二
三
年
十

一
、

一
九
二
四
年

二
、
五
、
六
、　
≡

一、　
一
九
二
六
年
四
月
号
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
。

谷
崎

の
紹
介
文

⑥

「新
式
の
帯
を
以
て
腰
部
と
臀
部
と
を
十
秒
間
に
若
返
ら
す
」
と

云
ふ
の
が
、
此
れ
も

一
ペ
ー
ヂ
大
の
広
告
で
、
そ
の
帯
を
着
け

た
女
の
全
身
像
が
あ
り
、
「
腰
」
と

「臀
」
と

云
ふ
字
が
素
晴

ら
し
く
大
き
く
印
刷
さ
れ
て
ゐ
る
。

あ
あ
、
遂
に
―
　
驚
く
べ
き
斬
新
な
る
科
学
的
の
帯
は
発
見

せ
ら
れ
た
リ
ー
　
そ
は

一
瞬
時
に
貴
女
の
外
形
を
改
善
し
、

貴
女
の
腰
と
臀
と
を
、
殆
ん
ど
見
る
間
に
若
返
ら
す
べ
し
。

▼
図
版
５
の
広
告
は
、
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
」

一
九
二
四
年

四
月
号

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

谷
崎

の
紹
介
文

⑦

「貴
女
の
肉
づ
き
を
改
良
せ
ら
れ
よ
。」
―
―
腕
、
脚
、
胸
、

若
し
く
は
全
身
に
ウ
オ
ル
タ
ア
博
士
の
ゴ
ム
締
め
を
適
用
せ
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『 ドリス』と “ⅣIotion Picture Classic"

図版
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ら
る
べ
し
。
足
頸
を
改
良
し
、
整
形
す
る
た
め
に
は
足
頸
締

め
あ
り
。
足
頸
の
寸
法
を
申
越
さ
れ
た
し
。
定
価

一
足
七
弗
。

ジ

ユ
ア
ン
ヌ

・
エ
ｌ

ｏ
ジ
ー

・
ウ
オ
ル
タ
ア
博
士
。
紐
育
五

番
街
三
八
九
。

▼
図
版
６
の
広
告
は
、
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
」

一
九
二
三
年

九
―
十

二
月
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
『
ド
リ
ス
』
で
は
、
《
ジ

ユ
ア
ン
ヌ

・
エ
ー

・
ジ
ー

・
ウ
オ
ル
タ
ア
博
士
》
と
な

っ
て
い

る
が
、
《
エ
ｌ

ｏ
ジ
ー
》
は
《
エ
ム

ｏ
シ
ー
》
の
誤
植
で
あ
ろ
う
。

谷
崎

の
紹
介
文

③

「大
き
足
頸
は
貴
女
の
美
を
損
ふ
。
貴
女
は
き
や
し
や
な
る

足
頸
を
所
有
す
る
を
得
。」
―
―
リ
ナ
ア
足
頸
締
め
は
普
通
市

場
に
あ
る
売
品
と
そ
の
選
を
異
に
す
。
そ
れ
は
単
に
肉
を
圧

縮
す
る
の
み
な
ら
ず
、
事
実
に
於
い
て
脂
肪
を
去
り
、
次
第

に
、
而
も
確
実
に
、
膨
脹
せ
る
部
分
を
改
良
す
。
薬
品
も
し

く
は
ク
リ
ー
ム
に
あ
ら
ず
。
紐
に
て
結
ぶ
必
要
な
し
。
特
に

,“ 111:出:LaT::鴨置●

勢l露智:淵l譲ヽ思鷺£島:ご搬
朧 軸縛黙豊聾網
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細 江 光(49)

整
形
用
の
た
め
に
考
案
せ
ら
れ
た
る
純
精
の
ゴ
ム
製
に
し
て
、

他
人
に
窺
知
せ
ら
る
る
こ
と
な
く
、
靴
下
の
下
に
心
地
よ
く

着
用
せ
ら
る
。
穿
く
に
も
脱
ぐ
に
も
自
在
な
る
こ
と
手
袋
の

如
し
。
―
―
リ
ナ
ア
製
造
会
社
、
紐
育
五
番
街
五
〇
三
。

▼
こ
れ
に
完
全
に
対
応
す
る
広
告
は
、
発
見
で
き
な
か

っ
た
。

類
似
の
も
の

（図
版
７
）
が
、

「
ク
ラ
シ
ッ
ク
」

一
九
二
六
年

十
月
号
な
ど
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
若
干
の
相
違
が
あ
る
。

谷
崎
の
紹
介
文

⑨

「若
し
も
彼
女
の
足
頸
が
な
か
つ
た
な
ら
ば
、
彼
女
は
美
人

で
あ
つ
た
で
あ
ら
う
に
。」
―
―
た
と

へ
容
貌
は
い
か
に
愛
ら

し
く
と
も
、
姿
は
い
か
に
優
雅
な
り
と
も
、
太
き
足
頸
を
持

て
る
婦
人
は
真
の
美
人
た
り
難
し
。
歩
行
せ
ず
し
て
乗
り
物

を
用
ふ
る
近
代
の
生
活
様
式
は
、
そ
の
代
償
と
し
て
脂
肪
の

堆
積
を
購
ひ
つ
つ
あ
り
。
此
れ
は
特
に
足
頸
に
於
い
て
顕
著

に
し
て
、
無
用
な
る
脂
肪
組
織
が
不
恰
好
な
る
層
を
築
き
、

自
然
の
し
な
や
か
な
る
曲
線
を
分
厚
に
蔽
ひ
隠
す
に
至
る
。

マ
ダ
ム
・
ウ
イ
ル
マ
ル
ト
式
療
法
の
最
も
重
要
な
る
点
は
足

頸
整
形
用
電
気
帯
に
し
て
云
々
。
定
価
二
弗
九
十
八
仙
。
番

外
大
型
四
弗
九
十
八
仙
。
紐
育
四
十
二
番
街
、
東
十
二
号
、

マ
ダ
ム
・
ウ
イ
ル
マ
ル
ト
。

▼
こ
れ
に
対
応
す
る
広
告
は
、
発
見
で
き
な
か

っ
た
。

谷
崎

の
紹
介
文

⑩

「如
何
に
し
て
完
全
な
る
形
の
鼻
を

得
べ
き
や
」
と

云
ふ
と
こ

ろ
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
恰
好
の
鼻
が

列
ん
で
ゐ
る
。
「今
日
の

時
勢
に
於
い
て
、
貴
女
が
成
効
せ
ん
と
欲
せ
ば
貴
女
の
容
貌
の

牽
引
力
は
絶
対
に
必
要
な
り
と
す
。

貴
女
は
社
会
が
、　
大
部

分
貴
女
の
容
貌
に
依
つ
て
貴
女
を
判
断
す
る
こ
と
を
発
見
す
べ

し
」
と
云
ふ
や
う
な
処
世
哲
学
を
述
べ
て
か
ら
、
さ
て
そ
の
次

ぎ
に
、
―
―
―

予
が
最
近
に
大
改
良
を
施
し
た
る
整
鼻
器
、
合
衆
国
専
売
特

許

「
ト
ラ
ド
ス
、
モ
デ
ル
二
十
五
号
」
は
、
手
術
を
用
ゐ
ず



(50)『 ドリス』と ``Motion Picture Classic"

し
て
迅
速
に
、
安
全
に
、
愉
快
に
、
永
久
に
、
す
べ
て
の
不

正
形
な
る
鼻
を
正
し
く
す
。
そ
れ
は
六
箇
の
締
め
着
け
器
具

に
て
組
み
立
て
ら
れ
、
軽
き
、
光
沢
あ
る
金
属
製
に
し
て
、

堅
固
に
、
心
地
よ
く
各
人
の
鼻
に
密
着
す
。
内
側
は
上
製
羊

皮
に
て
被
は
れ
た
れ
ば
、
金
属
の
部
分
は
直
接
皮
膚
に
触
れ

る
こ
と
な
し
。
夜
間
着
用
せ
ば
貴
女
が
仕
事
の
妨
げ
と
な
ら

ず
。
実
験
者
の
証
明
書
数
千
通
手
元
に
あ
り
。
―
―
美
容
術

師

エ
ム
・
ト
ラ
イ
ル
テ
イ
ー
、
紐
育
ビ
ン
ガ
ム
ト
ン
、
ア
ツ

ケ
ル
マ
ン
・
ビ
ル
デ
イ
ン
グ

一
九
六
五
。

▼
こ
れ
に
完
全
に
対
応
す
る
広
告
は
、

ほ
ぼ
同
じ
広
告

（図
版
８
）
が
、

「
ク

年
六
、
七
月
号
に
あ
る
が
、
連
絡
先
が

”
暉
い【鮎
Ｆ
Ｌ

に
な

っ
て
い
る
。

谷
崎
の
紹
介
文

⑪

発
見
で
き
な
か

っ
た
。

ラ
シ
ッ
乙

一
九
壬

二

状
Ｈ
∞
Ｏ
Ｎ
　
」′
Ｏ
Ｆ
①
Ｈ
ロ
ノ”
●

「貴
女
は
完
全
な
る
鼻
を
得
べ
し
。」
―
―
専
売
特
許
整
鼻
器

「
ア
ニ
タ
」
は
奏
効
確
実
に
し
て
定
価
至
廉
也
。

貴
女
は
天

lf mt mtisfactory:
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細 江 光(51)

成
の
美
を
培
ひ
、
能
ふ
限
り
外
貌
を
研
か
る
べ
し
。
万

一
貴

女
の
鼻
の
形
に
欠
点
あ
ら
ば
、
貴
女
は

「
ア
ニ
タ
」
整
鼻
器

を
以
て
、
日
中
の
業
務
を
妨
ぐ
る
こ
と
な
く
、
秘
密
に
、
貴

女
の
室
内
に
於
い
て
、　
〓

一週
間
に
完
全
に
整
形
す
る
こ
と

を
得
。
一局
価
に
し
て
苦
痛
な
る
手
術
の
要
な
し
。

「
ア
ニ
タ
」

整
鼻
器
は
貴
女
が
眠
り
つ
つ
あ
る
間
に
、
迅
速
に
、
苦
痛
な

く
、
永
久
に
、　
而
も
安
価
に
治
療
す
る
な
り
。

「
ア
ニ
タ
」

整
鼻
器
は
独
創
的
の
鼻
支

へ
に
し
て
絶
対
保
険
附
な
り
。
歪

み
、
も
し
く
は
挫
け
た
る
鼻
に
対
し
、
医
師
よ
り
多
大
の
推

讃
を
博
す
。
取
り
付
け
自
在
。
ネ
ヂ
を
用
ゐ
ず
。
金
具
を
用

ゐ
ず
。
肌
触
り
よ
く
、　
丈
夫
に
し
て
寸
亀
も

不
快
を
与

へ

ず
。
模
造
品
に
注
意
せ
ら
れ
よ
―
　
御

一
報
次
第

「幸
福
な

る
前
途
」
と
題
す
る
小
冊
子
を
無
代
に
て
贈
呈
す
。
―
―

ニ

ユ
ジ
ヤ
ア
シ
ー
、　
ニ
ユ
ウ
フ
ア
ク
、
ア
ニ
タ

・
ビ
ル
デ
イ
ン

グ
三
二
九
、
ア
ニ
タ
会
社
。

西
洋
人
は
獅
子
ツ
鼻
を
喜
ぶ
と
見
え
て
、
比
の

「
ア
ニ
タ
」
整

鼻
器
の
広
告
に
は
、
唇
の
方
を
覗
い
て
ゐ
る
鼻
と
、
そ
れ
が
上

向
き
に
直
つ
た
と
こ
ろ
と
が
図
に
画
い
て
あ
る
。
大
方
こ
ん
な

の
は
猶
太
人
の
女

が
買
ふ
の
で
あ
ら

▼
図
版
９
の
広
告

は
、
「
ク
ラ

シ

ッ

ク
」

一
九
二
四
年

二
月
号
掲
載
の
も

の
と
特
定

で
き

る
。

と

言

う

の

は
、　
こ

の
広

告

は
、　
一
九
二
三
年

十
月
か
ら

一
九
二

四
年
十

一
月
に
か

け
て
、
ほ
ぼ
同
じ

広
告
を
毎
号
掲
載

し
て

い
る

の
だ

が
、
連
絡
先
の

工肉
、　
Ｒ∪
①
り
■
）
の

A PEttFEET N口 SE F口RY口U

SEND NO MONEY
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mankind"by l口 ternatiOnal l■ ‐
ventors Expo3miO● .New YorL
FeL 1923.
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(52)『 ドリス』と ``Motion Picture Classic"

図版 10

後
の
数
字
が
、　
一
月
は

馬
り
、
二
月
は
馬
り
、　
以
下
十
二
月
の

馬
お
ま
で
規
則
的
に
変
化
す
る
。
従

っ
て
、
谷
崎
が
訳
し
た
の

は
二
月
号
と
い
う
事
に
な
り
、
こ
の
期
間
内
で
は
、　
一
九
二
四

年
二
月
号
以
外
に
は
な
い
訳
で
あ
る
。

谷
崎

の
紹
介

文

⑫

「
四
月
の
露
の
如
く
輝
や
く
瞳
」
と
云
ふ
の
が
あ
る
。
―
―

若
き
婦
人
は
睫
毛
を
美
し
く
す
る
こ
と
に
依
つ
て
魅
惑
的
な

る
眼
を
持
つ
を
得
べ
し
。
「
ウ
イ
ン
ク
ス
」
を
以
て
睫
毛
を
黒

く
せ
ば
、
眼
の
表
情
は
百
倍
も
優
ら
ん
。
「
ウ
イ
ン
ク
ス
」
は

曝
の
栓
に
附
属
す
る
ガ
ラ
ス
製
の
棒
を
以
て
塗
る
。
睫
毛
は

長
く
、
重
く
見
ゆ
べ
し
。
直
ち
に
秘
密
に
乾
燥
す
。
障
害
な

く
、
能
く
水
に
堪
ふ
。
数
日
間
有
効
。
発
汗
、
も
し
く
は
劇

場
に
於
い
て
泣
く
こ
と
あ
る
も
効
力
を
変
ぜ
ず
。
定
価
七
十

五
仙
。
（黒
色
と
褐
色
の
両
種
あ
り
。
）
睫
毛
に
営
養
を
与

へ
、

そ
の
成
長
を
促
が
す
た
め
に
は

毎
冨
］
ク
リ
ー
ム

「
ラ
ツ
シ
ユ
ラ

ツ
ク
ス
」
を
夜
間
に
用
ふ
べ
し
。

ク
リ
ー
ム

「
ラ
ツ
シ
ユ
ラ
ツ
ク

ス
」
定
価
五
十
仙
。
貧
〔色
、
褐

色
、
無
色
。
）
紐
育
十
七
番
街
、
西

二
四
七
号
の
Ｂ
、
ロ
ツ
ス
会
社
。

▼
こ
れ
に
完
全
に
対
応
す

る
広

告

は
、

発
見

で
き

な
か

っ
た
。

ほ
ぼ
同
じ
広
告

（図
版
１０
）
が
、

せ

Eyes fhat S,α rLle
Liたc ApttI Dew

Xi飾丼諦こ椰職∫
轟巡、lL驀霊:出沈iЪlま

1翼

WINX(bLcL Or b70悧 75c. TO nOutth the lash“
and p80mOte growth.聰 e cOちJ"CFeam Lhlu=at

搬Lバttrd=盤調:きょ
=器
1∞
bJ“)

Scnd aご fttσ ′のごaν ′0「
`ク
e"er● :48 8aP",セ 0′ T7rⅣ∬.

ル・0′  4■ o′λθ′ ごI′′:θ . νo'` lC iι : reccire ` 8C PPI,I●  0′
Pど27,rλσ「o‖″e rλ

“̀8ta″
30′|“′:`fι yo“ re″ :οじθ fr.

EP3CJ000 coIPIJ.
iROSS COMPANY

232_A West 18th Strect      N"York



「
ク
ラ
シ
ッ
ク
」

一
九
二
四
年
四
月
号
に
あ
る
が
、
連
絡
先
が

異
な
る
。
こ
の
広
告
は
、
毎
月
そ
の
月
に
ち
な
ん
だ
文
案
に
変

る
の
で
、
こ
の
文
案
は
四
月
号
と
推
定
で
き
る
ｃ

谷
崎

の
紹
介
文

⑬

「貴
女
も
亦
、
『
メ
イ
ベ
リ
ン
』
を
以
て
貴
女
の
瞳
を
即
座
に

美
し
く
す
る
こ
と
を
得
ん
。」
―
―
ほ
ん
の
少
量
の
「
メ
イ
ベ

リ
ン
」
は
、
軽
き
、
短
か
き
、
薄
き
睫
毛
と
眉
毛
と
を
、
生

れ
つ
き
黒
く
、
長
く
、
豊
か
な
る
が
如
く
見
せ
し
め
、
斯
く

し
て
い
か
な
る
眼
に
も
美
観
と
、
魅
惑
と
、
生
き
生
き
と
し

た
る
表
情
を
与
ふ
。
他
の
品
と
異
り
、
絶
対
無
害
に
し
て
ニ

チ
ヤ
ニ
チ
ヤ
せ
ず
、
流
れ
出
し
た
り
顔
を
汚
し
た
り
す
る
こ

と
な
し
。

そ
の
迅
速
な
る
効
験
は
必
ず
貴
女
を

喜
ば
す
べ

し
。
至
る
所
の
美
し
き
少
女
婦
人
達
に
愛
用
せ
ら
る
。
可
愛

ら
し
き
小
函
の
中
に
鏡
と
ブ
ラ
シ
と
を
備
ふ
。
ブ

ロ
ン
ド
髪

用
褐
色
、
ブ
リ
ユ
ネ
ツ
ト
髪
用
黒
色
の
二
種
あ
り
。
―
―

シ

カ
ゴ
、
シ
エ
リ
ダ
ン
ロ
ー
ド
四
七
五
〇
、
メ
イ
ベ
リ
ン
会
社
。

▼
図
版
Ｈ
の
広
告
は
、
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
」

一
九
二
二
年
五
月
、
一
九
二
三
年
四
月
、

一
九
二
四
年
二
月
号
に
掲
載
さ
れ
て
い

スリ
。

谷
崎

の
紹
介
文

⑭

「当
世
娘
の
最
新
式
睫
毛
美
化
法
」

―
―
当
世
風
の
多
く
の
娘
た
ち
の
最

(53) 細 江
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(54)『 ドリス』と “Motion Picture Classic
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近
の
発
見
は
、
そ
の
容
貌
に

一
層
の
美
を
加
ふ
る
と
こ
ろ
の
、

長
く
、
濃
く
、
光
沢
あ
る
、
練
秒
た
る
睫
毛
を
作
り
出
す
化

粧
法
な
り
と
す
。
彼
女
達
は
新
式
に
し
て
容
易
に
観
破
せ
ら

れ
ざ
る
液
体
を
用
ふ
。
そ
は
旧
式
の
固
形
物
と
異
り
、
使
用

簡
便
に
し
て
瞬
時
に
乾
燥
す
。
睫
毛
を
黒
く
、
実
際
よ
り
も

二
倍
も
長
く
、
重
く
見
せ
し
む
。
此
の
液
体
は
水
を
弾
く
が

故
に
涙
に
も

汗
に
も

作
用
せ
ら
れ
ず
。

流
れ
出
し
、　
汚
き

し
み
と
な
り
、　
も
し
く
は

摩
擦
し
て
消
ゆ
る
等
の

こ
と
な

し
。
薬
名

「
ラ
ツ
シ
ユ
ブ
ラ
ウ
」
。
我
等
は
試
験
的
に
無
代

価
を
以
て

「
ラ
ツ
シ
ユ
ブ
ラ
ウ
」
溶
液
を
贈
呈
し
、
同
時
に

見
本
と
し
て
眉
毛
と
睫
毛
と
の
成
長
を
刺
戟
す
る

「
ラ
ツ
シ

ユ
ブ
ラ
ウ
」
ポ
マ
ー
ド
を
封
入
す
べ
し
。
―
―
紐
育
カ
ナ
ル

街
四

一
七
、
ラ
ツ
シ
ス
Ｚ
フ
ウ
実
験
室
。

▼
図
版

１２
の
広
告
は
、
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
」

一
九
二
四
年

五
月
号

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ご
ε
罵
■

を

《
当
世
娘
》
と
訳
し
て

い
る
所
が
面
白
い
。

谷
崎

の
紹
介
文

⑮

「
如
何
に
し
て
唇
の
曲
線
を
美
化
す
べ
き
か
。
」
―
―
ト
ラ
イ

ル
テ
イ

ー
氏
新
式
唇
整
形
器
は
そ
の
収
敏
性
洗
族
剤
と
共

に
、
凸
出
せ
る
唇
、
分
厚
に
醜
き
唇
を
常
態
に
復
し
、
か
く

し
て
貴
女
の
容
貌
を
百
パ
ー
セ
ン
ト
も
美
し
く
せ
ん
。
此
の

新
式
器
具
は
愉
快
に
し
て
取
り
附
け
自
在
、　
夜
間
に
使
用

す
。
そ
れ
は
又
呼
吸
の
し
か
た
を
改
善
し
、
有
害
に
し
て
他

人
に
迷
惑
な
る
射
の
習
慣
を
矯
正
す
。
―
―
紐
育
ビ
ン
ガ
ム

ト
ン
、
ト
ラ
イ
ル
テ
イ
ー
。



細 江 光(55)

▼
図
版
１３
の
広
告
は
、
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
」

一
九
二
五
年
五
月
、

一
九
二
六
年

一
、
三
―
六
、
十
二
月
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

谷
崎

の
紹
介
文

⑩

「魔
法
手
袋
、
―
―

一
夜
に
し
て
貴
女
の
手
は
自
哲
と
な
ら

ん
。」―
―
驚
く
べ
き
科
学
的
大
発
見
―
　
イ
ー
ガ
ン
博
士
の

夜
間
用
魔
法
手
袋
は
、
皮
膚
の
荒
れ
た
る
、
赤
く
ふ
く
れ
た

る
、
節
く
れ
立
ち
た
る
手
を
、　
一
夜
の
う
ち
に
自
く
し
な
や

か
に
変
化
す
。
‥
…
。試
み
に
は
ん
の

一
と
晩
着
用
せ
ら
れ
よ
。

翌
朝
貴
女
は
殆
ん
ど
信
じ
難
き
程
の

一
大
変
化
を
、
貴
女
の

手
に
於
い
て
発
見
せ
ん
。
三
四
回
使
用
せ
ら
る
れ
ば
貴
女
は

一
対
の
新
し
き
手
を
持

つ
に
至
ら
ん
。
そ
は
地
質
の
中
に
あ

る
薬
剤
の
働
き
に
し
て
、
此
の
手
袋
は
有
名
な
る
イ
ー
ガ
ン

博
士
が
完
成
せ
ら
れ
た
る
溶
液
を
含
有
す
る
が
故
也
。
地
質

中
の
薬
液
は
体
温
に
依
つ
て
作
用
を
起
し
、
独
特
の
効
果
を

手
に
及
ぼ
し
て
、
そ
れ
を
漂
白
し
、
柔
軟
な
ら
し
む
。
手
は

自
色
に
、
―
―
魅
力
あ
る
自
然
の
自
色
に
、
而
し
て
恰
も
天

鵞
絨
の
如
く
す
べ
す
べ
と
滑
か
に
な
ら
ん
。
…
…
イ
ー
ガ
ン

博
士
魔
法
手
袋

一
と
組
は
、
薬
剤
応
用
手
袋

一
対
、
イ
ー
ガ

ン
博
士

「
ポ
ー
ア
ラ
ツ
ク
ス
」

一
と
場
、
手
袋
用
薬
液

一
と

眠
、
イ
ー
ガ
ン
博
士
著

「
手
の
衛
生
」

一
冊
よ
り
成
り
、
美

一麗
な
る
函
に
収
め
ら
る
。

「
ポ
ー
ア
ラ
ツ
ク
ス
」
は
手
袋
を

着
用
せ
ん
と
す
る
時
、
予
め
塗
抹
す
る
特
別
の
ク
リ
ー
ム
に

し
て
、
之
を
以
て
毛
孔
を
開
き
、
薬
剤
の
作
用
を
旺
盛
な
ら

し
む
。
手
袋
用
薬
液
は

一
定
期
間
使
用
の
後
に
手
袋
の
寿
命

を
回
復
す
る
も
の
と
す
。
定
価

一
と
組
五
弗
な
れ
ど
も
特
に

HOW T0 0BTAIN
BEAUTEFULLY SHAPED LEPSI

Depte■■4

M. Trllety's new llpshap"
together with its thick llp
astringent lotlon, win ■Ow

facial features 100 per celnt.
■ly new appllance is com‐

1:F艦 'af蹴 響 柚 棚
promote correct breathing and
eliminate tho harlnful and
a瑞
粧l:≒よ

a‖
h ttf淵灘島,

testimonialso etc。 ,without anv
obHgation on your part

TR:LETY
Binghamton,N.V.
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(56)『ドリス』と “MOtiOn Picture Classic"

今
回
は

一
弗
九
十
五
仙
。
シ
カ
ゴ
、
ス
テ
ー
ト
街
、
南
三
二

〇
、　
エ
ス
・
ジ

エ
ｌ

ｏ
イ
ー
ガ
ン
博
士
。

▼
図
版
１４
の
広
告
は
、
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
」

一
九
二
三
年
十
二
月
、

一
九
二
四
年
六
、
七
月
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

谷
崎

の
紹
介
文

⑫

「丈
高
く
な
ら
れ
よ
！
」
―
―
貴
女
の
身
長
を
増
加
せ
ら
れ

よ
―
・

簡
単
に
し
て
自
然
に
、
容
易
な
る
方
法
也
。
貴
女
の

身
長
を
増
加
し
、
貴
女
の
姿
態
を
美
し
く
せ
ん
。
御
通
知
次

第
説
明
書
を
進
呈
す
。
―
―

ニ
ユ
ウ
ジ
ヤ
ア
シ
ー
、
ア
ト
ラ

HICCLOUБ
Wtth"rarFs o  なゎfA昭
野響妥
=穏
ド
｀

R●0●L性空鵠L鍬翼:rtL」 F‖「・LecJ

J[再生柑彎
『
IIIlソli:腎「ヽ響1優韓:

ResulL in One
Night

l:iL増腑
aw::I牌

:[:¶∬tW撃』c呂 :ど :ヤ

‖1:常濯:躙 t話 [:ミど:量曽tT:11鷲「‖二1き∬ギ1:

ノusr」 M「αfr
fAe CO“ρOn
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細 江 光(57)

ン
テ
イ
ツ
ク
シ
テ
イ
ー
、
自
然
的
美
容
法
研
究
所
。

▼
図
版
１５
の
広
告
は
、
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
」

一
九
二
四
年
十
二
月
、

一
九
二
五
年

一
月
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

谷
崎

の
紹
介
文

⑬

「
わ
に
ま
た
を
矯
正
せ
ら
れ
よ
。」
―
―
彎
曲
せ
る
脚
や
膝
を

持
て
る
婦
人
た
ち
よ
、
予
は
今
や
短
時
間
に
確
実
安
全
に
わ

に
ま
た
を
矯
正
し
、
脚
を
真
つ
直
ぐ
に
す
る
新
式
器
具
を
売

り
出
し
た
り
。
苦
痛
な
く
、
手
術
を
用
ゐ
ず
し
て
、
効
果
は

迅
速
に
永
久
也
。
最
新

「
わ
に
ま
た
矯
正
器
」
モ
デ
ル
十
八

号
。
合
衆
国
専
売
特
許
品
。
夜
間
使
用
。
取
り
付
け
自
在
。

―
―

シ
ヵ
ゴ
、
メ
イ
フ
イ
ー
ル
ド
街
、
北
六
五
〇
、
チ
ヤ
ア

レ
ス

ｏ
コ
ー
ル
マ
ン
教
授
。

▼
こ
れ
に
対
応
す
る
広
告
は
、
発
見
で
き
な
か

っ
た
。

谷
崎

の
紹
介
文

⑩

「貴
女
の
足
の
趾
を
真
つ
直
ぐ
に
し
、　
趾
の
股
の
贅
肉
を
除

去
せ
ら
れ
よ
。」―
―
恰
好
よ
き
足
は
永
久
の
愉
快
也
。
貴
女

の
足
を
美
し
く
せ
ら
れ
よ
。
足
趾
完
成
ゼ
ン
マ
イ
器
具
は
、

趾
の
節
々
が
太
く
な
り
股
に
炎
腫
が
生
ず
る
と
こ
ろ
の
真
の

原
因
を
除
く
こ
と
を
得
。
夜
間
使
用
。
昼
間
用
補
助
器
付
。

足
の
寸
法
を
御
通
知
あ
れ
。
―
―
紐
育
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
一

三
二
八
、
足
専
門
業
、
シ
ー
・
ア
ー
ル
・
ア
ク
フ
イ
ー
ル
ド
。

図版 15
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(58)
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『 ドリス』と ``Motion Picture Classic

4_■g翌
=レ
_F331お 五
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▼
図
版
１６
の
広
告
は
、
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
」

一
九
二
三
年
四
、

一
九
二
四
年

一
、
二
、
四
、　
一
九
二
五
年

一
―
三
、
十

一

九
二
六
年

一
―
三
月
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

谷
崎
の
紹
介
文

⑩

「
愛
ら
し
き
足
を

持
ち
、　
当
世
風
の
き
や
し
や
な
舞
踏
靴
を

穿
き
給

へ
！
」
―
―
「
プ
レ
テ
イ
ー

・
フ
イ
ー
ト
」
は
安
全
に

愉
快
に
、
何
等
の
苦
痛
な
く
、
趾
の
股
の
贅
肉
を
溶
解
す
る

BEAUTIFY YOUR
FEET

●Tho°°Porfect10n"T00

融  軍
1=ッ appuan∞ for day us3.

s品ぶ罵fr継彪
Banお h that BuniOn
●
R′goa S P`′.0′ vrire。′carr
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DopL 312 1328 Brondwa7   N● w YorL
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_十

こ
と
保
証
附
也
。
膏
薬
に
あ
ら
ず
。
汚
点
を
留
め
ず
。
使
用

軽
便
。
百
発
百
中
。
御

一
報
次
第
無
代
価
に
て
試
験
用

「
プ

レ
テ
イ
ー

・
フ
イ
ー
ト
」
を
郵
送
す
。
通
信
は
秘
密
を
厳
守

す
。
人
目
に
つ
か
ぬ
や
う
包
装
す
。
唯
今
直
に
申
し
越
さ
れ

よ
。
―
―

シ
カ
ゴ
、　
ハ
ア
ヴ
イ
ー
街

一
九
〇

一
、
世
界
的
贅

肉
及
び
炎
腫
専
門
家
、　
コ
ン
ク
リ
ン
教
授
。

▼
図
版
１７
の
広
告
は
、

「
ク
ラ
シ
ッ
ク
」

一
九
二
四
年
六
、
九

騨翻
:絣繊鱗勤蕩貰
1011070o.b03■ ti饉 Ooll■ omagio:

‖o More BU‖:ONS:

:胸:器1出ぶ1器諮第 I鷺躍
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(59)

月
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

谷
崎

の
紹
介
文

⑪

「
た
こ
や
豆
に
害
は
れ
ざ
る
完
全
な
る
足
を
持
た
れ
よ
。」

―
―
流
行
と
快
感
と
は
、
足
が
素
直
に
、
心
地
よ
く
、
当
世

風
の
き
や
し
や
な
舞
踏
靴
に
ピ
ツ
タ
リ
歓
ま
る
こ
と
を
要
求

す
。
。…
上
貝
女
は
そ
れ
ら
を
最
新
式
溶
解
剤

「
。ヘ
ド
ダ
イ
ン
」

を
以
て
迅
速
に
、
無
害
に
、
愉
快
に
除
却
す
る
こ
と
を
得
。

⑩

1lF

⑥

登
卜
　

　

　

　

　

　

　

　

谷

崎

潤

一
郎

∩）一呻一　　　ドリス一一「一女、上びに耐じ行の灘丼器のこと

器卍 馳n」λnザ
eveS the swden

SENT ON TRIAL

Wミ黒 W鋭贈ポ:職I響
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③
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(60)『 ドリス』と ``MOtiOn Picture Classic"

そ

の

二

の

つ
づ

き

ん
な
も
の
を
倒
し
た
こ
と
が
な
い
。
ち
や
う
ど
育
ち
の
い
い
、
し
と
や
か
な
お
壌
さ
ん
の
や
う
で
ゝ

と
↓
さ
う
ｒ
つ
た
ｒ
舘
に
世
や
か
す
の
で
、
】
リ
ス
は
硫
Ｆ
で
、
霞
め
て
離
塀
Ｆ
貯
ぽ
の
ま
ん
輯

へ
ｒ
れ
滞
し
を
す
る
。
腱
ら
ご
ば
れ
ほ
ど
ぶ
本
と
ヽ
ガ
Ｆ
の
蝶
言
ぽ
財
を
丼
て
、
方
が
お̈
「
ぶ
の
搬

競
社
ｒ
き
場
の
は
へ
七
騰
を
す
る
も
の
は
な
い
で
あ
ら
う
。
一、
離
と
い
へ
ど
も
こ
ん
な
露
減
」
ｒ
菊

ろ
筈
が
な
い
。

そ
も
そ
も
貯
の
下
リ
ス
と
ｒ
ふ
股
は
ヽ
も
と
は
Ｆ
ガ
智
震
の
Ｐ
と
で
ふ
湛
明
責
風
の
鷺
搬
て
あ
つ

て
、
そ
れ
が
ど
う
し
て
獄
の
デ
ヘ灘
つ
た
か
と
ｒ
ふ
の
に
、ロ
ス
ｏア
ン̈ジ
エ
ル
ス
に
Ｆ
ん
で
あ
る
翼

場
嗜脚一くな毎
鵠
終
凛
Ｆ
蔵
相
試
鐸
瞥
イ
纂
颯酔型

ス
ヽ

ヽ

ｂ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

，

説小篇
・
長

師一 i聞 臨̈̈
一̈̈』̈

―塁 苦輌
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(62)『 ドリス』と “Motion Picture Classic"

椰∬構y聯鷺驚湾r
Ъhr'8

γ

八
六
、
ケ
イ
実
験
室
。

▼
図
版
１８
の
広
告
は
、
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
」

一
九
二
四
年
六
、
十
、

一
九
二
五
年

一
―
三
月
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、

『
ド
リ
ス
』
の
初
出
第

一
回

（雑
誌

「
苦
楽
」
昭
和

二
年

一
月
号
）
と
第
三
回

（同
四
月
号
）
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
図

版
１９
ヽ
２０
の
よ
う
な
装
飾
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
第

一
回
分

の
装
飾
は
、

「
ク
ラ
シ
ッ
ク
」

一
九
二
六
年
十

一
月
号

掲
載
の

広
告

（図
版
２‐
）
を
、
④
③
Ｏ
⑩
）四
つ
の
部
分
に
切
り
分
け
て

構
成
し
た
も
の
で
あ
る
事
が
特
定
で
き
る
。
第
三
回
分
の
装
飾

は
、
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
」

一
九
二
七
年
三
月
号
掲
載
の
広
告

（図

版
２２
）
と
同
種
の
も
の
で
あ
る
が
、
右
側
に
広
告
の
文
字
が
見

え
る
の
で
、
別
の
所
か
ら
取

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
広
告
の
分
布
を

一
覧
表
に
纏
め
て
み
る
と
、
次
の
よ

う
に
な
る
。

（
一
覧
表
）

〔
注
〕

こ
の
表
に
は
、
『
ド
リ
ス
』
に
於
け
る
谷
崎
の
広
告
紹
介
文
と
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
」
の
広
告
と
が
、
き九
全
に

一
致
す
る
と
確
認
で
き
た
も
の
の
み
を
掲

げ
た
。
表
中
の
数
字
は
、
谷
崎
の
紹
介
文
に
、
筆
者
が
付
し
た
番
号
で
あ
る
。　
一
回
し
か
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
」
に
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
広

告
の
数
字
は
、
○
で
囲
ま
な
か
っ
た
。
『
ド
リ
ス
』
第

一
回
の
装
飾
に
使
わ
れ
た
広
告
は
、
「装
飾
」
と
し
た
。
筆
者
未
見
の
号
に
は
、
×
を
付
し
た
。
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(63)

こ
の
分
布
図
か
ら
、
谷
崎
が
、
遅
く
と
も

一
九
二
三
年
十
二

月
か
ら
こ
の
雑
誌
を
継
続
的
に
取

っ
て
い
た
事
、

『
ド
リ
ス
』

執
筆
の
際
に
は
、
手
元
に
あ

っ
た
数
年
分
の
バ

ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

か
ら
、
翻
訳
引
用
す
る
広
告
を
選
び
出
し
た
事
、
な
ど
が
推
定

で
き
る
の
で
あ
る
。
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
」
は
、
『痴
人
の
愛
』
の
ラ

ス
ト
で
ナ
オ
ミ
が

読
む
事
に
な

っ
て
い
る
他
、

『瀬
惰
の
説
』

（昭
和
五
年
五
月

「中
央
公
論
し

に
も
言
及
が
あ
る
か
ら
、
そ

の
頃
ま
で
は
取
り
続
け
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。



(64)『ドリス』と “Motion Picture Classic"

な
お
つ
い
で
な
が
ら
、

『
ド
リ
ス
』
初
出
の
挿
絵
は
、　
す
べ

て
中
川
修
造
の
手
に
な
る
も
の
の
よ
う
で
、
初
出
第
二
回

（雑

誌

「
苦
楽
」
昭
和
二
年
二
月
号
）
に
明
記
さ
れ
て
い
る
他
、
第

一
回
の
挿
絵
に
も

八
Ｓ
．
Ｎ
ラ

の
イ

ニ
シ
ャ
ル
が

入

っ
て

い

る
。
第
二
回
の
挿
絵

「
波
斯
猫
写
生
図
」
は
、
当
時
谷
崎
が
大

阪
毎
日
新
聞
の
奥
村
梅
皐

（恒
次
郎
）
に
貰

っ
て
飼

っ
て
い
た

純
自
の
ペ
ル
シ
ャ
猫
を
、
谷
崎
宅

へ
出
向
い
て
写
生
し
た
も
の

ら
し
い
。
『
黒
白
』
の
挿
絵
を

担
当
す
る

一
年
以
上
前
か
ら
、

中
川
修
造
は
谷
崎
と
親
し
く
な

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

『
ド
リ
ス
』
は
、
「
長
編
小
説
」
と
銘
打
た
れ
な
が
ら
、
極
々

初
め
の
所
が
書
か
れ
た
だ
け
で
中
絶
し
て
し
ま

っ
た
為
に
、
そ

の

ス
ト
ー
リ
ｌ

ｏ
構
想
に
つ
い
て
は
殆
ど

何
も

分

っ
て
い
な

い
。
僅
か
に
手
が
か
り
に
な
り

そ
う
な
の
は
、
「
ド
リ
ス
と

云

ふ
美
女
、　
並
び
に
同
じ
名
の
波
斯
猫
の
こ
と
」
と
い
う

長
い

副
題
と
、
作
中
で
主
人
公
が
、
映
画

『
ア
メ
リ
カ
ン
、
ヴ
イ
ナ

ス
』

の
中
に
、
　
一
人
の
乙
女
が

マ
ネ

エ
ヂ
ヤ
ア
の
指
導
を
受

け
て
、
ミ
ス

・
ア
メ
リ
カ
の
標
準
体
形
に
ぴ

っ
た
り

一
致
す
る

よ
う
に
体
を
鍛
え
上
げ
る
と
い
う

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ

っ
た
事
を

思
い
出
し
、
今
己
も
あ
ん
な
風
な
こ
と
が
や
つ
て
見
た
い
が
、

手
近
な
と
こ
ろ
に
さ
う
云
ふ
女
は
居
な
い
も
ん
か
な
。
居
た
ら

ば
己
が

マ
ネ

エ
ヂ
ヤ
ア
に
な
つ
て
や
る
ん
だ
が
。
ｏ‥
こ
》
と
空

想
す
る
所
で
あ
る
。
こ
の
部
分
か
ら
は
、
主
人
公
が
ド
リ
ス
と

い
う
ち
ょ
う
ど
手
頃
な
美
女
を
得
て
、
あ
た
か
も
人
形
を
造
る

よ
う
に
彼
女
の
体
を
理
想
の
体
形
に
作
り
替
え
る
と
い
う
話
の

展
開
が

一
つ
考
え
ら
れ
る
し
、
ま
た
、　
国
目
塚
氏
の
話
』
と

同

じ
様
に
、
主
人
公
が

「
ド
リ
ス
と
云
ふ
美
女
」
の
人
形
を
造
る

と
い
う
事
も
考
え
ら
れ
る
。　
い
ず
れ
に
し
て
も
、

『
ド
リ
ス
』

冒
頭
で
、　
谷
崎
が

「
ク
ラ
シ
ッ
ク
」
の
広
告
を
紹
介
し
た
の

は
、
こ
う
し
た
テ
ー
マ
を
展
開
す
る
為
の
伏
線
と
し
て
で
あ

っ

た
と
想
像
さ
れ
る
。
谷
崎
は
、
手
元
に
あ

っ
た
数
年
分
の

「
ク

ラ
シ
ッ
ク
」
の
中
か
ら
、
都
合
の
良
い
広
告
ば
か
り
を
掻
き
集

め
、
あ
た
か
も
そ
れ
ら
が

一
冊
の

「
ク
ラ
シ
ッ
ク
」
の
中
に
満

載
さ
れ
て
い
る
か
の
ご
と
く

見
せ
か
け
る
事
で
、

《
亜
米
利
加

と
云
ふ
国
で
は
、
女
の
白
い
し
な
や
か
な
体
を
鈴
細
工
か
粘
土

の
や
う
に
心
得
て
ゐ
る
ら
し
い
。

（中
略
）
彼
等
は
人
形
を
造

る
や
う
に

「
女
」
を
造
る
。》

と
読
者
に
も
思
わ
せ
、　
主
人
公

の
そ
の
後
の
行
動
に
リ
ア
リ
テ
ィ
を
与
え
よ
う
と
し
た
に
違
い
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（
４
）

な
い
の
で
あ
る
。

人
形
と
い
う
テ
ー
マ
は
、
『
ド
リ
ス
』
の
直
前
に
、
コ
円
塚
氏

の
話
』
や

『
日
本
に
於
け
る
ク
リ
ツ
プ
ン
事
件
』
等
で
も
取
上

げ
て
い
た
も
の
で
、
『蓼
喰
ふ
虫
』

へ
と
繋
が
る
こ
の
頃
の
谷

崎
の
関
心
事
で
あ

っ
た
。
就
中
、
中
絶
し
た

コ
ロ
塚
氏
の
話
』

と
の
間
に
は
連
続
性
が
あ
る
よ
う
で
、　
例
え
ば
、　
国
目
塚
氏
の

話
』
は
実
体
と
影
を
め
ぐ
る
分
身
諄
で
あ
る
が
、

『
ド
リ
ス
』

も
ま
た
、
ド
リ
ス
と
い
う
同
じ

一
つ
の
名
を
持
つ
猫
と
女
の
話

で
あ
る
か
ら
、
恐
ら
く

一
種
の
分
身
諄
に
な
る
筈
の
も
の
だ

っ

た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
二
つ
の
作
品
は
、
共
に
ア
メ
リ

カ
映
画
と
深
い
繋
が
り
を
持

っ
て
い
る
。
細
か
い
事
を

言
え

ば
、
国
目
塚
氏
の
話
』
の
中
に
は

『
黒
猫
を
愛
す
る
女
』
と
い

う
映
画
が
出
て
来
て
、
由
良
子
の
飼
猫
が
出
演
し
た
事
に
な

っ

て
い
る
が
、
猫
の
ド
リ
ス
も
ア
メ
リ
カ
の
映
画
女
優
Ｐ
嬢
の
愛

猫
で
、
映
画
に
も

一
緒
に
出
演
し
た
事
に
な

っ
て
い
る
。
或
い

は
こ
の
Ｐ
嬢
も
、
コ
ロ
塚
氏
の
話
』
で
由
良
子
と

同
じ
タ
イ
プ

と
さ
れ
て
い
る
マ
リ
ー

・
プ
レ
ヴ
オ
ス
ト
を
密
か
に
念
頭
に
置

い
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

『
ド
リ
ス
』
は

こ
の
よ
う
に
、

『
青
塚
氏
の
話
』
の

一
種
の
変
奏
で
あ
り
、
或
る
意
味
で
の
リ

メ
イ
ク
と
な
る
筈
だ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

『
ド
リ
ス
』
は
ま
た
、
谷
崎
が
猫
を
主
題
と
し
て
書
い
た
最

初
の
小
説
で
も
あ
る
が
、

後

の

『
猫
と
庄
造
と

一
一人
の
を
ん

な
』
が
所
謂
日
本
回
帰
後
の
作
品
で
、
大
阪
風
の
庶
民
性
を
特

徴
と
す
る
の
と
は
対
照
的
に
、
西
洋
崇
拝
を
基
調
と
し
た
作
品

に
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、

《
い
く
ら
か
魯
鈍
な
と
こ
ろ
が
あ

つ
て
、
亡
国
的
に
、
お
つ
と
り
と
し
て
ゐ
る
。》
と
か
、
《
ち
や

う
ど
育
ち
の
い
い
、
し
と
や
か
な
お
嬢
さ
ん
の
や
う
で
、
或
る

場
合
に
は
魯
鈍
ど
こ
ろ
か
、
人
間
よ
り
も
繊
細
な
心
づ
か
ひ
を

す
る
や
う
に
見
え
る
》

と
い
う
こ
の
ペ
ル
シ
ャ
猫
の
描
写
に

は
、
『細
雪
』
（下
巻
）
四
で
猫
の
様
な
軒
を
掻
い
た
り
も
す
る

あ
の
雪
子
を
思
わ
せ
る
所
が
あ
る
。

そ
う

思

っ
て
み
る
と
、

《
ド
リ
ス
は
平
気
で
、
極
め
て
鷹
揚
に
部
屋
の
ま
ん
中

へ
垂
れ

流
し
を
す
る
。
恐
ら
く
此
れ
ほ
ど
悠
然
と
、
女
王
の
如
き
威
厳

を
以
て
、
支
那
絨
毯
の
絢
爛
な
敷
き
物
の
上

へ
糞
尿
を
す
る
も

の
は
な
い
で
あ
ら
う
。》
と
い
う
設
定
も
、
勿
論
、
『少
年
』
以

来
谷
崎
文
学
に

一
貫
し
て
見
ら
れ
る
ス
カ
ト
ロ
ジ
ー
趣
味
の
現

れ
に
過
ぎ
な
い
の
だ
が
、
『
細
雪
』
の

ラ
ス
ト
で
雪
子
を

襲
う

下
痢
を
思
い
出
さ
せ
な
く
も
な
い
。



(66)『 ドリス』と “Motion Picture Classic"

こ
の
時
期
、
谷
崎
文
学
に
お
け
る
ヒ
ロ
イ
ン
は
、
西
洋
的
妖

婦
タ
イ
プ
の
女
性
か
ら
、
次
第
に
人
形
や
猫
や
女
中
の
様
な
、

主
人
公
が
比
較
的
楽
に
思
い
ど
お
り
に
出
来
る
タ
イ
プ
、
或
い

は
実
際
の
肉
交
を
生
じ
な
い
相
手
に
変
化
し
て
行
く
傾
向
を
見

せ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
谷
崎
の
肉
体
的
な
老
化
と
疲
労
に
由
来

す
る
も
の
と

思
わ
れ
、

『友
田
と
松
永
の
話
』
あ
た
り
か
ら
、

次
第
に
顕
著
に
な

っ
て
行
く
傾
向
で
あ
る
。
谷
崎
は
そ
の
後
さ

ら
に
、
実
際
の
肉
交
か
ら
想
像
の
中
の
エ
ロ
ス
ヘ
中
心
を
移
し

て
行
く
の
だ
が
、
そ
れ
も
、
こ
う
し
た
谷
崎
の
身
体
的
条
件
に

よ
る
所
が
大
き
い
と
私
に
は
思
わ
れ
る
。

『
ド
リ
ス
』
が

西
洋

崇
拝
の
作
風
を
維
持
し
な
が
ら
も
、

『細
雪
』
の
雪
子
を

思
わ

せ
る
猫
を
登
場
さ
せ
て
い
る
事
は
、
谷
崎
の
こ
う
し
た
転
機
を

示
す

一
つ
の
兆
候
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

【付
記
】

最
後
に
、　
こ
の
場
を

借
り
て
、　
こ
れ
ま
で
谷
崎
全

集
に
洩
れ
て
い
た

谷
崎
潤

一
郎
の

『
「
ド
リ
ス
」

休
載
に
つ
い

て
』
（雑
誌

「
苦
楽
」
昭
和
二
年
六
月
号
掲
載
）
を
翻
刻
し
て
お

「
ド
リ

ス
」
休
載

に

つ
い
て谷

崎
　
潤
　
一
郎

「
ド
リ
ス
」
は
こ
れ
か
ら
い
よ
い
よ
本
筋

へ
這
入
る
の
で
あ
る

が
、
作
者
は
甚
だ
遅
筆
の
方
に
て
い
つ
も
締
め
切
り
に
追
は
れ

が
ち
の
た
め
、　
一
回
分
の
枚
数
少
き
に
失
し
、
そ
の
う
へ
挿
檜

も
間
に
合
は
な
い
や
う
な
ハ
メ
に
な
る
の
で
、
斯
く
て
は
讀
者

に
も
相
済
ま
ず
、
雑
誌
と
し
て
も
不
證
裁
で
あ
ら
う
か
ら
、
い

つ
そ
今

一
と
月
休
載
の
う
へ
、
出
来
る
だ
け
た
く
さ
ん
書
き
た

め
て
、

此
の
次
ぎ
の
琥
よ
り
連
載
す
る
こ
と
に

い
た
し
ま

し

た
。

右
御

諒

恕
を
願
ひ
ま
す
。

江̈
（
１
）

『
ド
リ
ス
』
に
は
、
《英
京
倫
敦
に
於
け
る

「猫
の
展
覧
、
交

換
、
並
び
に
競
売
場
」
か
ら
発
行
す
る

「
家
庭
的
愛
玩
猫
」
と

題
す
る
冊
子
の
、
千
九
百
二
十

一
年
版
》
な
る
も
の
も
引
用
紹
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介
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
実
在
し
て
い
た
事
は
、
今
東
光
の

『毒
舌
文
壇
史
』
の
次
の
様
な

一
節
か
ら
、
分
る
。

《
び
っ
く
り
し
た
話
が
幾
つ
か
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
例
え

ば
、
「猫
と
庄
造
と
二
人
の
女
」
を
書
い
て
い
る
と
き
は
、　
ネ

コ
を
十
匹
以
上
も
飼
っ
て
お
く
と
い
う
の
は
、

こ
の
ま
え
話

し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
と
き
な
ん
か
も
、
押
入
れ
ゴ
ソ
ゴ

ソ
や
っ
て
い
る
と
思
う
と
、
小
さ
い
英
語
の
本
を
持

っ
て
く
る

ん
で
す
よ
。　
で
、
フ
」
ん
な
本
、
見
た
こ
と
あ
る
か
ね
」
と
言

う
ん
だ
。
こ
っ
ち
は
、
英
語
の
そ
ん
な
本
見
た
こ
と
あ
り
っ
こ

な
い
よ
。
「存
じ
ま
せ
ん
ね
」
と
言
う
と
フ
」
れ
は
、
こ
な
い
だ

上
海

へ
行

っ
た
と
き
、
見
つ
け
た
珍
本
だ
よ
」。　
な
ん
か
ネ
コ

に
関
す
る
古
い
研
究
書
な
ん
だ
。
犬
の
本
と
い
う
の
は
、
世
界

に
非
常
に
古
く
か
ら
あ
る
が
、
ネ
コ
の
本
は
少
な
い
と
い
う
ん

だ
ね
。

「
ネ
コ
を
そ
ん
な
に
研
究
し
て
、　
な
に
か
役
に
た
つ
ん

で
す
か
」
っ
て
、
ぼ
く
が
聞
く
と
、
「‐う
ん
。
お
れ
が
、　
ネ
コ

の
小
説
書
い
て
、
日
本
の
バ
カ
な
批
評
家
が
ど
こ
か
違

っ
て
い

る
な
ん
て
生
意
気
な
こ
と
を
言
っ
た
ら
、
ち
ゃ
ん
と
出
典
を
明

ら
か
に
し
て
や
っ
つ
け
て
や
る
」
と
こ
う
い
う
式
な
ん
だ
。》

（
２
）

『猫
を
飼
ふ
ま
で
』

翁
サ
ン
デ
ー
毎
日
」
昭
和
二
年
六
月
十
五

日
号
）
に
出
て
く
る
。

（
３
）

『日
本
公
開
ア
メ
リ
カ
映
画
総
目
録

ド８
”
ドＸ
Ｌ

に
よ
れ
ば
、

こ
の
映
画
は

『美
女
競
艶
』
と
い
う
題
で
、
大
正
十
五
年
に
日

本
で
公
開
さ
れ
た
。

（
４
）

尤
も
、
ア
メ
リ
カ
で
は
女
が
自
分
を
作
り
替
え
よ
う
と
す
る
の

だ
が
、
『ド
リ
ス
』
の
主
人
公
の
場
合
は
、
男
が
女
を
自
分
の

欲
望
に
合
せ
て
作
り
替
え
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
参
考
の
為
に
、
雑
誌

「婦
人
の
国
」
大
正
十
五
年
五

月
号
に
掲
載
さ
れ
た
座
談
会

「近
代
的
女
性
批
判
」
に
於
け
る

新
居
格
の
発
言
を
紹
介
し
て
お
く
。

《
偶
々

『
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
』
と
い
ふ
活
動
写
真
の
雑
誌
の
広
告

欄
を
漫
然
と
見
る
と
、
僕
は
非
常
に
驚
い
て
し
ま
つ
た
ん
だ
。

耳
が
か
う
拡
が
つ
て
ゐ
る
の
は
大
変
無
恰
好
だ
が
、
ブ
ー
ル
ネ

ッ
ト
と
か
何
と
か

い
ふ
の
を

す
れ
ば
か
う
い
ふ
風
に
癒
る
と

か
、
そ
れ
か
ら
睫
を
ど
う
と
か
す
る
法
が

『
こ
の
半
面
映
像
を

立
派
に
す
る
た
め
に
如
何
に
巴
里
の
婦
人
が
金
を
費
し
て
ゐ
る

か
。』
と
い
ふ
や
う
な

見
出
し
で
載

つ
て
ゐ
る
と
か
、
そ
れ
か

ら
こ
の
層
の
リ
ッ
プ

・
セ
ー
バ
ー
と
い
ふ
も
の
を
、
何
と
か
い

ふ
人
が
発
明
し
て
、
厚
ば

つ
た
い
層
を
ち
や
ん
と
す
る
と
か
、

お
終
ひ
に
は
腋
の
下
だ
。
腋
の
下
と
い
ふ
も
の
は
男
は
ち
よ
つ

と
見
て
非
常
に
感
じ
る
も
の
だ
と
い
ふ
の
で
、
そ
こ
を
軟
か
く

す
る
に
は
ど
う
い
ふ
方
法
に
す
る
と
い
ゝ
と
か
、
―
―
僕
は
そ

れ
を
見
て
驚
い
た
ね
、
…
…
そ
れ
か
ら
ま
だ
足
の
課
を
ど
う
と

か
す
る
と
い
ふ
の
も
あ
つ
た
が
、
計
算
し
て
み
る
と
、
頭
の
先

の
髪
の
毛
か
ら
眉
毛
か
ら
足
の
先
ま
で
、
向
ふ
の
女
達
は
随
分

い
ろ
ん
な
工
夫
を
す
る
の
だ
ね
。》




